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第3回庄内町立幼稚園の今後のあり方検討委員会資料

検討委員 回答 13名全員
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Q.現在の幼稚園の4園体制を、新小学校開校（令和13年度末）まで維持する
ことについてどう思いますか？？



賛成・どちらかというと賛成 （10名/13名中）

 特に年長児にとっては、小学校1年生として入学する学校が隣にあり、1年生の構成が把握できている状況が安定した就学に繋がる。

 現在せっかく隣接している小学校と幼稚園に距離を作る必要はないと思う。既存の園への統合を急ぐことが大事なのではなく、子供の保育教育環境をより良く整えることが
大事だと思う。

 現小学校が存続中は幼少連携の関係はあった方がいい。

 新小学校開校と同じタイミングで幼稚園の体制を見直した方が良いと思います

 年に何度かある小学生との交流会がスムーズにできそう。何も解決していないのに統合だけしてもあまり意味がなさそう。だからといって、ただ先延ばしでも意味はないけ
ど、、、。

 早急に４園を統合することよりも、庄内町全体でこども園に移行していくための、整備が様々必要だと思われるため。しかしながら様子見ということではなく、可能な限りのス
ピード感で進めていってほしいと強く思います。

 幼稚園が先に統合しても卒園後は、各学区の小学校に通うことになる為、新小学校開校までは4園を維持して、現在と変わらない距離で幼小連携(イベント事や学校見学など
も含め)をしてほしいです。

 どちらかというと賛成ではあるが、四幼の園児数減、町の財政、職員数を考えると令和13年度前に、四幼は、二幼か三幼と統合し、3園体制で運営していくことが望ましいと
思います。

 令和９年での開園は現実的に難しいと思いますし、もう少し延ばして、諸々付随する問題（新園舎にするなら、どの位の規模にするのか。それによって職員は新規採用が必要な
のか、和心さんの職員も含めて検討するのか。等々）も一緒に考える期間にできればいいかと思います。現状のままで運営できる最長期間と開園までの様々な行程を踏まえた
時に、現実的に開園可能な時期を見極めながら進める上では賛成です。

 町立幼稚園として新小学校開設まで存続させるのは幼小連携を今後もさらに強固にし、小学校へのスムーズな移行を促す為にも必要と感じている。しかしながら園児数の急
激な減少も考えられ2園に統合して新設町立幼稚園、または、町立の子ども園にする考え方もあると思う。

反対・どちらかというと反対 （3名/13名中）

 未来像が見えないから

 質問の趣旨が不明で、回答のしようがない。どういう前提条件のもとでの４園体制維持なのか示してもらわないと回答できません。現段階で質問すべきことではないと思いま
す。

 令和９年度三人しか入らない園は集団としての学びはどうやって保障したらよいのかイメージが持てない為。



【自由記載】

 フリートークが有意義でした

 令和14年4月から開校予定の統合小学校と児童館の建設予定地に認定こども園を組み入れることは考えられないか??（予定地の面積等把握できてなくて記していま
す。）これができたら、 子どもにとっても保護者にとっても物心両面から最善の方策ではないかと考えました。（母体は誰か？は二の次です。）

 今後、どういう保育教育体制を目指すのか、どういう施設がいいのか、また、どういう運営方法があるのかなどを議論しないと、現在の幼稚園をどうすべきかは検討で
きません。

 なんとか新しい小学校の敷地内に幼稚園・認定こども園を建設する道を模索してほしい。小学校、学童保育、幼稚園クラス、保育園クラスが１つにまとまること以上に理
想的な環境はないのではないか。

 庄内町として教育、保育をどうしていくかが分かれば自ずと公営なのか民営なのか見えてくるように思います。さまざまな立場の方の話はしっかり受け止めたうえで、
一般的に民間が一園というのは教育の理念が偏りやすいように思いました。様々な情報をもっと収集したうえで庄内町に合った形を作っていければ考えます。

 新しい園舎を建てる計画が、そもそも始められないのは理解しました。でもそういう理由があったのなら、教育委員会さん側の持つ知識や理由や事情をもっと最初の頃
から知らせてほしかった。何もない状態でただ「どうします？」だけでは、じゃあこれから産まれる子供達のためにも新しく作って欲しいなーせっかく作るならこういう設
備があったら良いな！ぐらいの内容しか考えられなかった。それでいて、今回の令和13年度末まで統合せず～となると、また話は振り出しに戻ったような。その間にの
んびり考えれば良いや～では遅すぎるし、園舎の老朽化は進む一方だし、解決は遠のくばかりな気がします。公立にするのか、民営にするのかもどんどん決めなければ、
先生の不足も埋められないままでしょうし、、、。もちろん公立となれば、新任の先生を採用してくださるんですよね？法律のことや予算のこともあるかもしれませんが、
保護者の立場としては、小学校の隣、あわよくば敷地内(！)に新校舎建設を切に望みます。

 庄内町(余目地区は特に)の方は、各学区の幼稚園→小学校が当たり前となっており、こども園と言葉は知っていても違いまではわからない方もいると思います。保育
園、幼稚園、こども園の違いを説明する場を設けることも大切なのではないかと思います。

 教育も保育も人（職員）で成り立っています。どんなに素晴らしい園舎ができても、職員間の意思疎通がなければ良い教育も保育もできません。今後、職員構成がどのよ
うになっていくのか分かりませんが、様々な経験値のある職員が入り混じる状況になると、新園で目指す教育保育のあり方等を開園前にしっかり話し合うことが必須に
なると思います。先生方、どうぞ宜しくお願いいたします。

 町立幼稚園の在り方検討会は少子化と言えども将来を担う子ども達の為に非常に重要なことだと感じている。しかしながら園児数の減少、園舎のの老朽化、職員数の
不足を理由に民間に移管しての「こども園」を作ろうとしているように思えてならない。子ども達を集団の中で充分な愛情を注ぎ、教育していくのは幼稚園教諭です。こ
れまで培ってきた教諭としての技術や考え方を公立職員として今後も発揮出来るように私は切に希望したい。


